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寝ることのできない日 

かつて日本の風習で、「寝ることのできない日」があったことをご存じでしょうか。 

先日放送されたＮＨＫ大河ドラマ『光る君へ』12 話の作中及び紀行において「庚申待
こうしんまち

」が

紹介されました。「庚申」とは干支の一つで、「庚申の日」は 60 日に１度巡ってきます。今月

号では「庚申の日」に神仏を祀
まつ

って徹夜する行事「庚申待」についてお話します。 

「庚申待」の起源は、古代中国の「三尸説
さんしせつ

」です。古代中国では、人の体内には「三尸」と

呼ばれる虫がおり「庚申の日」の夜に人々が寝静まると、宿主の体内からこの虫が密かに抜け

だし、その宿主が行った悪事を天
てん

帝
てい

に告げにいくと信じられていました。知らせを受けた天

帝は行いの悪い人に対し罰を与え、寿命を縮めてしまいます。そのため『長生きしたければ、

三尸の虫が天帝の元へ行かないように「庚申の日」は一日中眠ってはならない』と伝えられて

きました。 

「庚申待」が日本に伝えられたのは平安時代の初め頃とされており、最初は宮廷貴族の間

でのみ行われていました。宮中で「庚申の日」に徹夜することは「守
しゅ

庚申
こうしん

」と呼ばれ、眠気を

醒ますために管弦の演奏や歌会などを催したりして、夜明かししていました。ドラマ中にお

いても、藤原家一門・宮中貴族らや紫式部が「庚申の日」の夜に寝ずに思い思い過ごしている

様子が描かれています。 

「庚申待」に関する当時の記述は、藤原道長が記した『御堂
み ど う

関白記
かんぱくき

』や藤原実資
    さねすけ

の『小右記
しょうゆうき

』

など様々な史料から確認できます。平安時代の歴史物語『栄
えい

花
が

物語』にも「庚申待」について

記述がありました。藤原道長の父・兼家が一族で「庚申の日」の夜を過ごしていたところ、兼

家の娘・超子
ちょうし

がその夜、急死してしまったのです。悲嘆にくれた兼家は

二度と「庚申待」を行わなかったという悲しいエピソードです。 

平安時代頃に伝わった「庚申待」は江戸時代に入ってからは、徐々に

形を変えて庶民にも広がりました。その頃には皆で集まって一晩中酒食

を共にする行事へと移り変わっていったようです。「庚申の日」の夜は、

庶民らはいろいろな事について相談し合ったり、農作業の知識や技術を

情報交換したりしていたそうで、信仰だけでなく地域の繋がりを深める

意味もあったのではないかと思います。 

「庚申の日」は、冒頭でも紹介しましたが 60 日ごとにやってきます。

２か月に１回、「寝ることのできない日」があるというのは、当時の人々

にとって大変だったのでしょうか、それとも有意義な時間だったのでし

ょうか。どのように感じていたのか聞いてみたいところです。 

さて、次の「庚申の日」は６月 25 日（水）です。このコラムを読まれ

た皆さんは、その日の夜、どのように過ごされますか。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 

稲田義行著『十二支読本 暦

と運勢のしくみを読み解く』 
 
今回紹介した内容をさらに深

く知りたい方はぜひ手に取っ

てみてください 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 



第４１３号           書窓           令和６年５月２８日 
  

- 3 - 

 

 

 

 

 

** 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今月の新刊（児童書） 
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